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時間とともに日本で生まれ育った 3 世、4 世が増えてい
る中でも、従来の在日朝鮮人のコミュニティが維持され
ているのだろうかという点である。また、「差別」とい
うことを考えた時、開かれた市場へと成長する企業が、
より民族系金融機関との関係を経済的な関係にのみ限定
するようになるとは考えられないだろうか。というのも、
評者の父親は商売上では日本名を使い続け、周りに在日
であることを明らかにしていなかった。また、現在では
民族系金融機関との取引もあくまでリスクヘッジの一貫
として行うようになっている。産業によるのかもしれな
いが、「開かれた市場」を考える際、こうした在日コミ
ュニティから分化する集団の可能性はないのだろうかと
考えた。 
以上、あくまで経験則からのコメントで筆者に申し
訳なく思うが、本書は非常に高い実証性を持ち、在日企
業それぞれについてのエピソードや著者の解釈は、非常
に学ぶ点が多かった。帯にある「エスニック・エコノミ
ー論の新たな地平へ」の文句に偽りない一冊だと言える。 
 
（京都大学大学院非常勤講師） 
 
